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4．資　　料

委11－1

　委11－2

委11－3

　委11－4

　委11－5

昭和57年9月8日（水）

午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室

（1）技術試験衛星皿型（即S一皿）の打

　　上げ結果について

（2）長期ビ頭ン狩別部会の設置にρレ芝て

（3）その他

第10回宇宙開発委員会（臨時会議）

議事要旨（案）

技術試験衛星皿型（ETS一皿）の打上げ

及び鳥跡管制結果の概要1

長期ビジ㌣翻部会の謂こついて（案）

長期ビ曙ヨン特別部会構成員（案）

第二部会長の指名につし｛て
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・4．資　　料

　委10－1

　委10一三2

．委10－3
　委10－4㌦

5．　出席者

　宇．宙開発委員会委員長代理

　　　　〃

　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長．

　文部省学術国際局審議官

　運輸大軍官房審議官’・

第10回　宇宙三三委員会（臨時会議）、

　　議．　事　’要　　旨　　（案）

　昭和57年8月31日（火）

　午後2時～3時

　宇宙開発委員会会議室、

　（1）．昭和58年度における宇宙開発関係経費の見

　　　積りにっし、て1

　（21宇宙基地計画特別部会の設置について

　第9回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

昭和5三度における宇宙開発関係経費の回り
について傑）

　宇宙寒地計画特別部会の設置について（案）　．

　宇宙基地計画特別部会構成員（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　吉　識　雅　夫

　　委員　　　　　　　’　　　　斎　藤　成　文

　　〃　　’　　　　　　　・　　大　塚　　　茂
　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　泰　丸

　　　　　　　　　　　　　　　　植未　　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：佐藤）

　　　　　　　　　　　　　　　　武　石’　　章

　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：千田）

　　運輸省気象庁総務部長　　　　　　　　　　栗　山　昌　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：里見）

　　　〃　海上保安庁総務部長　　　　　　　　小　林　哲　一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：山川）

　　郵政省電波監理局審議官　　　　　　　　　高　橋　幸　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：木原）

　　文部省宇宙科学研究莇研究協力課　　．　　秋　元　春　雄

　　宇宙開発事業団システム計画部計画課長　　中ノ森　哲　宏

　事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　　吉　村　晴　光

　　　　〃　　　　〃　　宇宙函際課長　　　　中津川　英　雄

　　　　〃　　　．〃　　宇宙開発課長　　　　吉　野　隆　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議　　事

（1）　前回議事要旨の確認

　　　第9回宇缶開発委員会（定例会議）’議事要旨案（資料委10

　　－1）が確認されたd

　（2）　昭和58年度における宇宙開発関係経費の見積りについて

　　　事務局より・資料委10－2に基づき説明が行われたのち、

　　原案どおり決定され走。

　（3）　宇宙基地計画特別部会の設置に4ういて

　　’事務局より、資料委10－3及む委10－4に基づき説明

　　が行われたのち、原索どおり特別蔀会の設置が決定された。

●



・セ　　　：∂

…隅一毒．

族術試．験衝皇正型（三↑5一皿）

　の才丁上＝‘デ艮・び追跳管制系吉果の概票

　　（　日召孝ロ57昇8」・9月期　　）

ノ
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共通12号A4方眼紙厚
上5557．7500④

（52×36）

な
」

宇　宙　開　発　事　業　団



N巳　　2

　　　　　工．～技術試、験：∫衛星皿型（E聡一皿）／〈lpケット9号犠・

　弓2宙序〕発・亭業団は，昭和57年q月5日　冠ロ、ケット弓号機（F）により4麦弥了

試験衛星鯉（E丁β一凪「きく拷」）左，種子島宇宙セン9一からお

ちよげ’倣殖跡管制齪施しも1るが’物解は勘こ劃である。

／．四丁．ヒげ旧び追跡麿制の目的

　　技術試・験衛星皿型（ET∫一皿）／Nロケヅト9号機（F）の才丁上げ反1ゲ追跡傍

制は’衛星ε高度約1、・。ok娠のlr軌道1く投入すること1ミより，大電力ぎ典尋

、とすや人工衛星等1く芙通な技術の痢、発能々を高，めるなどのたψ，三軸姿勢

　帝ユ御，ズ文陽電ヌ包ハθドル’及が能禽ヌミ熱集II擢ア8く肉するづヒ、験と4テうとと毛ノ1く，イ考ド

　せ・て辱宙機i器1ミ劇寸る搭蔵実験き行うことε目的とした。、　　　一

ユ．才回附げ」結累：の寸秒

　　N口！アット9号機（F）は，日召4b　57年9月3日．　日本標野時14．爵oo分1く捲

　射方イ立春93．∫度着して圭直・く型置ち上ゲうれた。ロケット零丁よ・デ時の・天イ嘆は

晴，北丸東の風今。垢．気温2ag℃で系つた。

　各回ロケヅトの燃焼は正常で、姿勢制御艮が地上局からの電波誘導う順

調1ミ勧れ’お段薗体・ケット磁焼1矧招き，発轍約ユ6筋称

計・重1こお，）才支術試、験：衛星皿・型（E工S一延：）と矛．3，段ロケット乙の分離が行，オっ

　れ，　「とく4一号」は概ね所定．の円軌萢1く投入された。

　　こフ）1司’ロ！アットの追’、尾’計渥4う良好に4rrわ哲そ定したデータε取噛す

　る　こ　　と．く1“て“　i三　1三。

　　なお．4丁〕二ず掃果の概尋・；と表ll（示す。

共通12号　A4’方眼紙　厚
上5557．7500④ 宇　宙　開　発　事　業　団 （52×36）
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表レ訂β逝／V4の打上彪多勲桶辱

ノ，発爵寸日時及び夫候

発射出時．

老射瞬，の矢候

昭和57葺
候 晴れ

ρ1月’3日（金）

風向北北東
気勧06牛泌袈高0，8K二二量

壁
3

2老門守触が圭馴ベントシーケンス（　ブ阿フ’
ｭ鯛）

　　　　　　　象

　矛1回電表誘善肉始

　　　　　　　終5

2矛2r亘1電疲言繍β司・始

　　　　〃　　　終5

5．才3回三三皮誘回向始

　　　　・　　　終5
共通12号二A4方眼紙　厚
上5557．3500◎
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！3．才5段蕪：焔終5
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4．．壷信．追，易状励 r■

填 目 ∴記　亭 備．　　　　　　考

光学追，危 矛雁行夢全 ラ〉乎く上’～X＋約皿Σ秒

ヤ5光学 X＋豹エ秒～X＋約旦秒，’X＋約茎秒～X＋約坦Σ勅

矛4光導 ラン今《上・～X十約』ユ秒

し一ダ旭尾 三三繕レダ“ ラン手や上・～　×＋約r⊥塑エ．秒’

野木猪捉レダ ランチマ上～　×＋約⊥坐砂ロ・

繭肛絹ヲ則レダ ランチマ上（一’ w＋葡⊥璽L紗　’

小笠原、精下し一ダ’ x＋約血＝秒～x＋綿聾ク’

鵬二叉劉レダ’ 協力祓頼、

●

テしメータ受格
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小筆原テ犀一タ （　〃　） ×＋絢唖≧秒～X＋約墜秒
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3．その他

　3、1射易」宰全

　　　　オ丁工げ当日（q月3日♪、劇係，機肉の協力左縄て海よ馨戒並び1く．射場

　　　の馨備1く万全左期したので，特lq樋も危く専全1く有エ梶実施肋

　　　ことか評でき，1乏。

　　　　なお・，・射点‘こお・ケゐ亭簡散水、左行ったが，おヱず直後．射点近，傭の£，

　　　生■く孝6メく三具1た（寸毒ミか所，．約ノ5・0帆2）。　し0、し，　迅ヨき萄〔消メll碧動1＝よリ

　　　延メ完坊るこ乙なく鎮メ：すう；こ，ができた。

3．2　飛行肇全

　　　　　　　　　　　ボ
　　　おエ。デ前の射点透’傍危険解析8くより，才丁上ず崎の風，向．風遠，につ・Dて

　　飛行辱全上～司題がほPと判跡’之れた。

　　　また・稿腱システムの齢によ’L・グットの飛献艦視が

　　行われ不測の亭主1く備える体制ε雑：拷青るこ乙がセ巴た。

．．」ρ

共通12号　A4方眼紙　厚
上5557．7500④

宇　宙　開　発　事　業　団
（52×36）
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●

（参・考）　　才丁上げ延期のコ経：緯3くっいて

G）矛1段電気系統点検イ乍業中，矛i段制御系競が函影響左受げたおそれ

　のあるこヒが判明した侵ψ’機器絞撫たうえ’才暇電気系統点検

　き再実施すること．とした。これ1や伴い，当初そ惜した打エ1デ日，8月二日

　左8L月26日に5延期し1乏。　（8月午日発表）

CZ）　8月等等YL　4・日カウントダうンイ乍・業のうち，矛5段電気系統点検中に地上

　点」検装置不具合のた・め，　1コケットの：塔：載機器の一・部‘＜影響ε・与えたzとが

　判θ月したた《），　当該機器を交二涙するととモノ1＜点検イ乍半弓・びY」牛日のイ乍‘業

　の一部；と再実施ドすることヒした。　これに，併い，才丁上8デa左1日延期レ8

　月27日としたθ　〔8，月23日発表）

（3）　8月23日再・r－4日カウ〉トゲウンィ乍業のうう．牙2．段電気系1統点検中，ロ

ケットの搭載機器の一部1ミ不具合が発生した紬，当該機器の一部部品き

　交．換づ「る乙．とウ1ミ，点検イ乍厚き実施・することとした．。また，台風13考1く

　・よる種子島地方の早天が予想ぎオ4た1とぐ0，才丁上ブ月ぎ3目凶日以降聖く延

　期した：．。　（8月24・日置：表）

㈱　上記のとおり求「ヱげ日ぎ8月2qa．以1琴としていたが，台風13考による

種子島地方の荒天iミよるイ乍業中断の勧，スケジュr吻見直し左行い訂上

　巳デ日　きq　月　1　日　と　した．。　（8」月28≧日発表．）

Gヲ）　追1跡角「がある小｛丘町諸、島に台風15号が接：近；し．「荒i天が予想されたた，め

　：打エ1デ日き　1割引，；期し9　鳥2日と　し良。　（曾月引日発表）

（6）　台風’5号1くよる小笠原諸島の天候回復．の見：込冴がながつたた燈．窯「よ

　1デ日き1日、延期し（1月3旦とし∫ヒ。　（9月1日発表．）

共通12号　A4方眼紙　厚
上5557．3500◎ 字宙開発事業団

（52×36）
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4㌦　追路管制結果の概要：

　　伎術試鹸衛星皿型（E：「β一皿；きく4・考）左搭載したNロケット臼号機rF）

　は，日呂和57年q月5日143寿OO分00：秒（こrST以下同じ）1〈種子島宇宙セ〉ター

　パ身寸，点か・ら才r5ヱげられk。　同日置4・8寺ユ6分占8剰〔くET5一皿はオ・3段ロケットカ・

　ら分離：三れ，　ほぼ所定．の円軌道，に投入されゴ…ことがその後の観潰蝿で石窟認さ

　れた。

　　ま良，国内の各追跡管制角「で才1周回時に取得した衛星搭載のテーデレコー

　ダの記録再生テレメトリデづぎ解析した結累，初期捕捉シーケンス1ミ従》・，デヌピ

　ン，本陽電沌ハ。ド塾レの展廟，地球桶捉艮が爪陽捕捉等・も正常κ行われたご

　とが確認之れた。

　　このETβ一皿の追跡管制は，・筑波：宇宙センター中央追跡管制所門中Nく勝浦∵

沖．縄，増田の各追跡管制所，クリスマス移動追跡所艮び米国魚空宇宙局怖4）

のゴダード，縮飛行センヲー（脅S：FC），サンチャゴ局，7センション局，グリーンベルト局，

　ゲ7ム局，オローラル局．ハ下局0・らなる追跡管制網1ミ」：って実施された。

　　なぶ，中央追跡管制所左含・め各追跡惣糎1所の設備薄害や面予予薯もなく

　順調1ミ運用これたb

　　その後，引き続・・てETδ一皿のテレメトリデー・夕左取得しておウ、衛屋の動イ乍ぱ

　正常て㌔おるこヒがノ6藍議されている。　（q月6日（1日寺i環、在）

　　ETβ一皿の矛0問回ヵ’5矛16周回の地表面軌跡を図iK’軌道專素の床定

　’値左表ユ1く示す。

共通12号　A4方眼紙　厚
上5557．3500◎ 宇宙開発事業団

（52×36）
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4」　　各周1渇に．おげる追跡管制

　（D　　才丁上げ段階

　　　パロケット『号機（F）KよるEコりS一皿の才丁云げヵ’ら衛星が矛3．段ロケッ，ト

　　ヵ・5分離されるまでの周，増国，沖縄，勝浦の蒼追蹴多制所皮がツリス

　　ぐス移動追跡所Kお・・て，訂∫一皿の追跡，テレメーダの受信三実施した。

　の　牙・σ周回の追，跡管制’

　　　クリスぐス移重ヵ追跡角rlくおいrr，衛星と牙3．段ロケ・ソトの’分離：のノ確議乞

　　行うとと休，受イ詫力の変動仔一ンカ・らヌピ痺の減少の観測ち行っ

　　た。　また，サン手ヤゴ局及・びマセン％ン局で：取褐したテレメトリヂ㌧タと，磁気「炉

　　ブ1〈記録するとこウ1〈，CRT艮・びペンレコープ表示1くよって初期捕捉シーケ

　　〉スが正弟に行われているこヒきり確認した。

　（3）　却1周．回ずら矛2周回の追跡管制

　　　増田，沖縄の各進蹴旧称ドお、、て．飢∫一皿ヵ・らのりア1レタイムテレメトリ

　　データぎ取得し，CRT反がくρンレコーダ表示によリ，三軸婆勢の監視適行っ

　　た．また，騰浦，沖縄艮ず増国の各追跡彦棒揃1くおいて取碍したドッフ。

　　ラヂーヲ1ミよリ決定された軌蓮そ報値きもと亀く，各追跡帥揃φ翻ス

　　ノブジニーBレε、決定した。

　　　こら1く、ストアード子レメトリデー9き取得・し，解ネテさ実施し葎結累、，初：期浦

　　捉シーケンスは正弟κ行われたこと左r最終的1く確：訥した。また，凄勢制

　　御系乙がスジェ》ト装置の更常モギへの切換えε荊，矛ユ周回1くおいて

　　実施レにピ

　　　なみ崩SA局の可視域においてラNN町E（崩5PA囚ハεA蹄

　　砺舗鋤ハ買卸四三）き癒して1♪7・レタ仏テ勘左取得レ，記録した。
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④お周’卿ら矛8周回の追跡管制．

　　クリスマス」移動追跡所反がく1ハβA局Kおいて取得レたテレメトリテ㌧夕乙

　CRT艮びペンレコーダ1く表示レ、衛星の状熊監視き行りた。

（5）　易7｛翁周、三｝カ、ら1矛’σ周回の追跡管謬ユ

　　矛，0周幽1くおいて電源系の定弗モードへの・切換えε実施レた。

　　その犯，函内の各追跡傍制所・くおいて毛：噛と同様な｛蜘と実施レ

　’た，。　ま　∫…：，　へlA5A局の　支援1く1フいて　は，　労79　～司呂　ま　て“全ハ◎ス，　イi≧局

　（　6局フ　て．jiミ施さ；1嫉f…；。

（6）　矛ll周回以降の追跡管制

　ア）　国内局可視禺回

　　・：三国，　沖縄の各・追，跡傍彬1所kおい・て取得し　たテレメトリデしタと言己録し，

　　CRT及びペンレコーダ未示一くよって衛星の状態監視左∫行うとヒ…シに’衛

　　星各機器の動イ乍の三二を∫行った。

　　　ま葎，国内局不可、視：域におい’て動存し’ていゐ搭」哉機・1器のデLタ1ま．

　　スト・アードテレメトリ置くようて敢4暑した。

　イ）　国内局不可視同回

　　　国内局が不可視1でクりスマス；移重力追跡所が可視1の場合1く、：取褐され

　　たテレメトウデレヲ店中央追跡塘制所にイ云送レ言己録，するととも8く，　リ’ア・レタ

　　イムヲ“一タはじRT及・びペンレコーダ㍉く表示レ，錆星の状態監視を行った。

　　　また，NA5A局ぱ，オ34周回まて・囹／iコ汐クトの支犠が実施さ

　　れた。
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●

牛、2’ @才乏す背玄式衡窮星：皿琶Z（歪で≦：一π1）！〉東」検速報

　衛星ば協3段ログソ瞬雛夜孜ピン。焔電旭パF肋矧、

超痢縦、ヨ禰梶館太薩処／ぞDレ嫉薩尾彫皇
の初期季勢獅従，匂う’い、分離〃気約％診で多軸挙勢バ碓立

ぐれた。これiう一隅〃ウ禰’捉勧作1ユ．6丁5一征’く鮪ヒれ1額制

獅磁●器によリ自動的κ更・施．ぐナし勅期梱雨雪1ケンス6手

定通」リであろ二じが耀誕でれイ、、る・（図み「1三丁3一π［初期、揃ら

死ジケン久の誹画磯績」参下り
　物岡岬四叉除衛雌本城激コ正常に動づ乍しておソ．三軸

萎国保将俄．寵、太陽俗評1くよう電：劣搭生、電力劉御職袴と、温度制

御綴能ヘヵ吹究ット微・能、テ以←ソ・コマシド威髄野、（今夜点検

バ竹酬tろ4薇’急験薇器匂除（り各被審ば矛是の性能乏彪

夙て・・祝齪さ輪∂厨’港勢デヲ乞レマローノレ誤脚・綬

納島ケ糀。、“漁X内の阿亀於締ておソヨ，癒㍉四

郷解柔仲で・1あろ。

　　G主）ヨー。言呉差にっnて‘ま，ヨー誤差巴鴉力するセ．≧サ・i装置1か“な1、ため解新1ミよ，て

　　　聡のる必尋がある・

　，二野＿各サブ多スラハの詳細点1検、／80及婆勢変乾鰍働」御、疹

載完験蔵・審の昊駅零ε仔ケ予足て笏る・

共通12号　A4方眼紙　厚
上5557．3500◎ 宇宙開　発事業団

（52×36）
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晦　　1十

　　　　工．T〒一500A型ロケット1帰機

　辱～宙繭捲、事業団1ま，昭和572手8月16日にT↑一500A型」つケットll号、機左」種

子島宇宙セ〉三一ザら才丁ちよヴた。　その概辱は次のとおりで，ある。

ム才丁よザの目的

　’rT－500　A型ロケットll号機の打上げは，小笠原追出所左含むPケット’

山系等の機能反び射場システム機能左雇認するとともに，腫子島・小笠原向

フ）飛行守’全引ラ継iを訓系一壷iび己くξ宇宙オオ料実、験序い回収」シス・テムの機・能確認を二行う

　ことき．目角とした。

（

2、　才丁」」げの概票

　　“「「一500A型・ロケットll号機は・昭4ロ57ノ年8月16日・午前8碕∂5分1く発射市

　イ宇角99．O度，　上・下角7肌3度てφおち云げbら」匹1気。

　　矛1段艮・び矛2段固体ロケヅトの燃鴻は正常て㌔あり，矛1段の、燃焼終・3昌

（発射｛麦20．8イ少・，　以下’司じ），矛1段・矛2段分離（錐3砂）！矛2段の然

：陽平始．（27、7秒），矛2段の燃焼終了（50．7秒）反び矛ユ段1頭胴部分詮◆’

　（7ρ．0紗）ぱ，正掌1く行われた。

　　引き：二等差．頭胴部の婆：勢角速度の制御き、発射後86．2刹涜が5／06！秒まて・の

　向1く実施した。

　　所定の飛行ε終えた頭胴部は，バ・ラシュートε碗傘して種子島の．東方喪う

　470　k’吼フ）寿面K落「Fし，・雪堤ス‘描1くよリ午前〃β寺20分に。回収、した●

　’この向，ロケット搭裁の各機器反び肉腫地エ設備ば正常1く連動し，データ

伝送と含む各追跡局のスレーブ機能の，確認反が小蔓原ぎ含db搾肉連地よ設備

　の機能的な整合試験，；種子島・小笠原向の飛行守全引芝継ご訓練乙竹》、，所

期の目的色達1呵ることができた：。

　　　表・3　1く，　T↑一5ρoA型，ロケット1レ号’機才丁〕二rデ丁丁果の楓乎～三巴苛。

共通12号A4方眼紙厚
上5557。7500④
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●

●

3、T↑一500（型ロケット月号機頭胴部の回収イ乍業の、概専

　　昭和鵬8肋日回．囎艮び回収支灘は，回楠域の服の位詠碓，3

肺餅棚齢ら繍調査館躯リ・・一サ亀レ族施し，訂珂礪織

　　8脇日午前摘珈朔珂までは，各船叫づ館航蟻ドよ砿．

　障・船の監視ε行ったが支障4沿の進入1ま1コ：がつた。

　　午・前8時15分ロケット‡：「よrデ狡・航空機1くよるビーコン電ラ皮下イ言，シーマーカ，確

　認・，フローテーシ乱ンバッデ発見後回収船が急行レ，フロ」子一ション・バ・ッ

デ艮び傾胴部き船内1く収容し乱また．回輪において乱テレメ「タデー

　タき．取得すろここができた．。

　　　拠聖く，f㍗5・0鯉・ケツ団号機頭榊の回収姻ε祠．’

4．才丁hず瞬刻延期の」後門

　　丁丁一500A型．ロケット1レ号機の家「エ．ずは，天：イ眞にモ亀ま壷）乍・業ば1頂調‘く准

行権が，午前7駒頒剰段落下平区域1く繍が進入し，祉1満刻

　まで1く退選11ポる見込冴がないため，才ゴ其げ時刻と’5分延期しキ・前9時15’分と

　した。

3、まとφ

　　・fr－500ハ型ロケットU号機のお上り㍉てよウ、射場システム恨び穿宙材料

実撫回収システムの機能蝋ε行い’所期η員的纏成，すること力喫きへ

　　はお，編し好汐干は解縦行い，次号機麟1ミ妹翼るこ乙とす

　る。

共通12号A4方眼紙厚
上5557．7500④ 宇　宙　開　発　事　業　団

（52×36）



温．．．」β＿

ζ

（

LP－lo2485’

　表3　　丁丁一500Ari望ロケ；ソトーl号機打上げ蒸吉獣〃⊃概琴L

^老前日時辰が小一

馨射日時 昭：和5フ年2月！∠日（耳）　　　　8　！‘分・〃秒

夫候 地上屍 ↓ヒ三蔵〉　，2．2　　⑤ 気；盈 」～8．〃τ
自訴時の天候

厘’度 33 z曇 島。． k侃豪量 3 ．気左 ゐ〃1欲効
2．発射亀

項　　　　目 設　是　角 ’；基　”　角

発射六血角儒）

]射上下亀ぐ乱）

＿2エ＿2」●

?k：．・

95●

V8。

覧

5．：主辱イペ〉トシープンス

実　須・4亘 計　身　但

X。8」時！8分。α’791・易1段池北

Q．名1訴陳痴終3・

R第ユ・2段分離

S第2段臨）ζ

T第2段蝋三編
U　　劾2殺・三月同部分・二二

V姿勢唱酬の制御南帯

W妾注解友の制御網
早@　ハ’ラシ3一ト生肉に可’能二

f0　　ド’σ一ヲ亡パラシュート角丈翠ミ

hl　　＞ζバン・ハ・ラジコート嫉玖

P2頽彫看水

慰皿
M
辺
　
　
　
9
8
6
．
6
～
！
0
6
！
5
5
’
9
．
6
6
0
8
6
！
9
／
0
6
0

　0秒
�潤D8

　　0秒

�Q1
V24
C27
E　50

Eク0
ﾁ一 W6

V106

E560
ｮ〃600）

ﾄ〃6！0）

h900

一
離
葡
∠
κ
勉
繍
〒
レ
x
一
夕

一

4．最局高蔑

象 臭三三 計画値 備　　　　　　　　考

激高覇王（頭胴部） 28賦3k侃 約2％κ帆

　（ξ緯ブ隻：）　　　　　　　　　　　　（ζ臼弓…メ星≒）　　　　　　　　　　　　　　（碕弓亥つJ）

k緒並εぜ豪経選’…坐冠’x＋⊇麺ク

共通12サ　A4庁眼紙　厚
P二55　57．3　500◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9｝二　　宙　　　開　　　発　　　事　　　業　　　1」口 （52x36｝
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5、受信・彦、尾状泥

　　頂

光学進尾

レブ追尾

テレメづ受イ言

　　　目

矛1蕪行安全

才3光学

矛4光学

野木レづ“

宇宙ヶ丘レーダ’

’」、・笠、葵巨レ’夕“

中£山粥響

漸レメづ｛

櫛テレメータ｛

茄舶テレメーヲ

ε、2段着氷爵、

　項　　　目

簾定麹く点（癬距駒

〔コ三Z∋⊃コピーl15D‘52×36，

．豪測但

4・ワ7k瓢

　P@　　　　　ζ．@　■7No．．，．一　．一，．　＿

@　●　　　　　　　　　　●

　　　　L｛

記亭 ，備　　　　　　考

X＋約⊥秒～X＋約⊥秒
?{約⊥紛～xナ約⊥秒鰭趨‘
@　　　　　　　　　x＋滴虹秒X＋　　⊥秒（ノX＋歪勺辺＿秒

｝紬茎　　　、 六二斎女萎‡碧盤霧X＋　⊥秒＾X＋約鍾．秒

w＋約並⊥秒一～X†掬翅≧秒’

1
弍
し
　
　
　
チ
し
　
　
　
f
し

29。朧帯

Q200朋ε帯

Qqo月Hz帯

Q200月Hz帯

Q90酬コ帯

Q200剛z帯

@　　馬Q弓酬z帯

X＋，⊥紗～X＋約」璽L紗

w＋　＿乙．紗んX＋約超L紗

w＋　＿2一秒’》X＋約廻秒一

w＋　⊥：秒’・・X†｛約」塑秒

w＋約塑L秒～X＋約里ム秒

w＋約坐L紗～X＋約三杢紗・

?{豹並L秒（’x＋約鉋1秒　●

・

但 誹画一 備　　　　考

k瓢約460k帆
　（緯度）・（経度）　　（時刻）
謌ﾜ巧。％’，ガ，東経伍制犀，x＋絢1

　　　　　　　　　o



表午‘「丁一500A型ロ伽卜目号機菖真胴部ひ回収状況

q）臼収、〃、主専イベント

：噴　　　　目∫ 区　分 瞬　　　刻

生テレメータ受イ乞閑始 回収船 81時1‘分3ゲ秒
2．ヒ：」コン壷ラ虞蚤イ馳き1閑タ台 綜杢縦 8　時25分22局～

3，テレX一タ受イきξ冬3　， 三文船 8　時32・分’30秒『

4．シー；～一力羅盲総 傘室機 8晦，32餌ρ秒

5．フローテーションベゥ7“三見， 航杢機 8　時32分40杉～．　　　　蟻

耀鍵短一湯跡馳．剛ヌ船 　　σ撃月桙P2分

7臼肢船1ミど‘1破周綿’内収息 回収船 ll時20分

　　　　　　　　　　　　　サ　ノ
（2）回収…毒域ひ天候　　　　　　　　　．

　　　疇，南面颪．7rた．●気温2700C

　　　ラ皮高0．5白し、雪量6

　コ　　　　　オ　　み　ムる

　　　　　　　　　　　　　　まお　タ　ゆ



「

9 91
●温

　　　　　　　皿．「「T－i35F母Pケット丁一33号・’

　～宇宙嗣発亭r業：団は．昭メロ：5三年曾月ε日1く岡丁一135P型．ロケットT－33号機

を，種子島宇宙セ：ン9－0’ら・打ちエヴた。　その綴；卑ば次のとおりで．ある。

ノ．才：「よヴの目的

　　岡T一痘5P型ロケットT－3シ号機の才丁ヱげは，種子島よ：空の風向，風速，

温度等の気象デーヲε取縄すること三師9回した。

2．打上．ずの椿油

　　門T一’∋5哩・ケット十一33裾は’昭和津南∫三揃’。時5・分1～，

　発’射方イ宜角’03．7度，上下角3・L5度でオ丁うよ．rデうれた。

　　ロケット才丁よげ時の天候ばく寺リ，地工1ミあける風向，風速．ば先」ヒ、東の風，，，

　3．8ラ忌，気温Z…碧‘ヒ，であった。

　　ロケットの飛しょうはま掌で，パラシニート村観測叛置の放爾，ペラシ

　ュートの嗣傘下が気1豪ノ観測汐計画どiおり行わ派，所期の目葡き，蓮すること

　ができ1と。　　（ゑ55くh・F一β3P・型ロケヅト予ヨ3考機㌧‡丁よず薙栗のオ託！字三＝示づ’．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻一ゆ
・3、打エヴ∫と期．の経緯：

　　1『T－135F型ロケ》卜丁一33号機の翁ヱげは，　ET∫一】匹／Nロ・ケット9号

　機の打工げ延期に祥し1、当勅そ定のε」目25帥’・59月4・日1く延期された。

　　しカ’し，9餌助打珂当aにな・て，強動た如揃蘭3・鋤打

　コニrブε・午後3β考に幽しヲミ層…の回復之．待つ農力“，　回復レ危・びつ1旨た《め，　さ

　51ζ幽しζ1目5日才丁〕＝Yデヒ，した。

共通12号　A4方眼紙　厚
上5557．3500◎ 宇宙開発事業団

（52×36）
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匹表5　　門T。B5P’型ロケット四一33’号桟四丁：よ8デr結果の概要i

@1．　・受｝身寸日時反びタミィ彙

発　日時 日召和57年9月5・日（日）　　　　1σ日直30分00紗

天候 く毛リ　　　処2二風」　づヒづヒ東　，　　3．8　千三　気温　23．9　　。G

発射時の天侯
　隔ｼ度

93　％1雲・量lo．・雲高ム2　k伽，気圧．　Joo8伽レ．、視」程15　k鴨

2．発射角

：項　　　目 設定角 基　2　角

（
発射方菰角（AZ）

ｭ射上下角（EL）

　　o^03．7一

B
匹

　0X0
W0。

3、シーケンス及び最高尚度　　・

目 実測値 計画笹 備　　　考
リフトオフ　　　●切離し

n。ラシュrト放出

Zンサ放出・

　0紗
ﾍ2一

F
鯉

　o秒
曹T

凬?

P／8

一

　　　爵　分　　秒Xニノ0　　　　　00．ム弐3’

a[タ部／搭載撚部
些し＿

最高高度 6ノ・午　k帆 ・ノ ^60楡 ・×＋〃5紗’

（
　　　　　　　　　’ｶ観測デLヲ

蒔刻 気温 高度 時刻 気温 高度 時刻 気温 高度
　　分x＋5

一72℃ 45．ρk
　　分X＋50

一59．0も 15㌦Ok帆 　　分w＋q5 ℃ k訊，

10 一31．2 35’．6 55 一53．与 100

i5． 一37．σ 2ρ．9 60
■璽一

黷S9．o

ノ3．8　『
黶@　．　一　一　　一　一

f2．7
｝一　・一　一

P05 一
一一一一｛

26．乎 llo
　ユ0一　．　　　虚　　　．　　　一　　　　　，　　　　9　．　　　　一

@25一〇一　　『　　　　o　一　一一

一43．5　　　　　，　　輔一一　一伽　　，層　一　一　　〇

黷S6．0
一一　｝一一一，一 ，　曽一　一

〃5

，一一　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　，　　，●

一｝一　　一　卜　一

23．5，　　r　一，　　，　－　　　　　　r冒r　　　，

Q1．4・

f曾．4・

I7．9　　一・一

I63

65
uro・，・■　　一　●一　一　9　髄　　　棒　弊9

V5

W0

W5’

X0

一42．D一　　　・　　　　　　　　　o雪・　一　9　一　一　　，一

C二35・o響「2翫0

H
ゆ
一
1
6
．
5
－
l
l
．
0

l15’
C　「　　一冒蜘甲　ロ　辱　　　　一

Qρ・2・＼　　　　　鼎’

@25
@．a7

@囎
@7．0

，　一　，　一　，

「，▼噂曹，一■

Cψ，　｝　一　響　一　　　一髄　＿　一

噂。『　　　一．　一　　　　　一　r一　一

　30一一　35

@奪0
@45

一51．5

黹_7．0

|62．5．

黷U4、o

120

P⊇ξ．．

ﾀo
h35

　『　　｝　　　一　　r　　　　　　　　　－　冒

D層密，暫

景樫気温迎℃（x＋翌分，高度皿kの

ﾏ測時肉』一爵塁分（ノ且爵皿分　　　　　　　　　　4
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　　　　長期ビジョン特別部会の設置について（案）

　　　　　　　　　　　　　　昭和57年9．月8日
　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　決　　　定

宇宙開発委員会は、’
艪ｪ国の宇醐発に関する長

期ビ．ジョンの策定に資するため、下記により調査審

議を行う D長期茶Wョン特別部会を設置する。　’

　　　　　　　　　　　　記

1．　審議事項

　　今世紀末野までの宇宙開発のビジョ●ンに関する

　こ●と0

2．　審議期間

審議は・謡和5・8年環でに終えるこ・とを

　目途とする・　　　　　i、



島

部会長・委員

委　　　員

’専門委員

長期ビジョン特別部会構成員（案）

斎
　
吉
井
　
大
．
石
　
伊
植
大
　
大
大
　
小
　
小

藤成文

識雅夫
　　　　　、上啓次郎

塚　　茂

井賢吾

藤　　宏

木　　’浩

熊9 ｭ宗
沢弘之

竹利男

田　　　稔

林宏　治

斎藤進六

高橋幸男
高橋　　良

武右〉　章

武田　　．峻

昭和57年9月

通商産業省機械情報産業局次長

運輸省気象庁気象衛星センター所長

支部省学術国際局審議官

㈹日本航空宇宙工業会副会長

宇宙開発事業団副理事長

通信・放送衛星機構理事

文部省宇宙科学研究所教授

㈹経済団体連合会宇宙開発推進会議
会長　　、

東京工業大学名誉教授

郵政省電波監理局審議官

日本放送協会技師長専務理事

運輸大臣官房審議官

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

専門委員　田島　　稔

　　　　　　辻　　　栄一

　　　　　　堤　　佳辰

中　口　　博

野村民也

久松敬弘

牧野’　昇

宮　　　憲一

守屋学治

山　口　開生

　　　　　　　　委11－4

建設省国土地理院参事官

科学投術庁長官官房審議官

㈱日本経済新聞社編集委員兼論説
委員

千葉大学工学部教授

文部省宇宙科学研究所教授

東京大学名誉融授

㈱三菱総合研究所副社長

国際揃信施設㈱社長

㈹経済団体連合会宇宙開発推進会議
副会長

日本電信電話公社総務理事技師長



第二部会長の指名について

昭和56年11．月25日以来、空席と

なっている第二部会長に、宮憲・一専門

　　　委員を充てることとする。
●

●

（参考）

宮　憲一　氏　　略歴

国際電信電話㈱副社長を経で、昭和57年

6月より・国際通信施設㈱社長

昭知49年9月より、宇宙開発委員会専門

委員（討画部会・長期ビジョン特別部会、

第一部会に所属）

昭和55年3月より、宇宙開発委員会参与


